
進捗確認指標一覧 ［資料３］

目標 施策 項目 単位 方向性 理由

出生数 人 ↑
子育てに係る総合的な支援や環
境整備の結果が反映されるため

放課後児童会の待機児童数 人 →
放課後における子どもの受け入
れ態勢を確認するため

「安心して子育てできる環境が
整っている」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

認定こども園等の待機児童数 人 →
幼児期保育の受け入れ態勢を確
認するため（現状待機児童な
し）

全市的な教育・保育の質の向上のた
めの事業を実施する認定こども園等
（看護師配置、障がい児保育等）

園 →
教育・保育の質の向上に係る取組み
（補助制度）が、全市的に展開され
ていることを確認するため

「市内の幼児期の子どもはのび
のびと育っている」と思う市民
の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

児童・生徒アンケート「授業が
わかりやすく楽しい」の肯定的
回答の割合

％ ↑
学校教育に係る児童・生徒の実
感を確認するため

小・中学校の授業における外部
指導者（地域人材・専門家）の
招聘回数

回 ↑
外部指導者招聘による特色ある
教育活動の状況を確認するため

「市内の小中学生は元気でいき
いきしている」と思う市民の割
合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

学校給食の残滓率 ％ ↓
学校給食が児童・生徒の心身の
発達に繋がるため

登下校見守りシステム利用者率 ％ ↑
通学路の安全対策のひとつであ
る登下校見守りシステムの利用
状況を確認するため

「児童・生徒が安心して学校生
活を送る環境が整っている」と
思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

小地域ネットワーク活動の参加
者数

人 ↑
地域福祉活動に関わる人の増加
が、地域福祉の促進に繋がるた
め

ボランティア活動の参加者数 人 ↑
ボランティア活動に関わる人の
増加が、地域福祉の担い手づく
りに繋がるため

「地域のつながりにより、自分
らしい暮らしが送れている」と
思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

健康寿命（日常生活動作が自立
している期間の平均）

歳 ↑
市民の医療や介護に依存しない
で自立した生活ができる期間を
確認するため

認知症サポーター養成人数 人 ↑
認知症の正しい知識がある人の
増加が、認知症高齢者の支え合
いに繋がるため

「高齢になっても、住み慣れた
地域で元気に暮らすことができ
る」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

障がい福祉サービス等利用計画
に係る計画相談支援利用者延べ
人数

人 ↑
障がい福祉サービスを必要とす
る人に相談支援体制が認知され
利用されているか確認するため

障がい児のための相談支援事業
や関係機関との連携による支援
人数（児童発達支援センター）

人 ↑

障がい児福祉サービスを必要と
する人に相談支援体制が認知さ
れ利用されているか確認するた
め

「障がいのある人が日常生活を
送るための環境が整っている」
と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

特定健診受診率 ％ ↑
生活習慣病の予防につながる健
診の実施状況を確認するため

「自発的に健康づくりに取り組
んでいる」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

「健康づくりや医療の環境が
整っている」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

生涯学習施設の利用者数（図書
館を除く）

人 ↑
生涯学習活動の実施状況を確認
するため

図書館の人口当り実登録者率 ％ ↑
実際に図書館を利用した人の割
合（対人口比率）を確認するた
め

「スポーツ・文化活動や読書な
ど、生涯学習に親しんでいる」
と思う市民の割合

％ ↑
生涯学習に親しんでいる市民の
割合を確認するため（市民ｱﾝｹｰ
ﾄ）

人権啓発関連イベントの参加者
数

人 ↑
イベント参加者により、啓発活
動の実績・効果を確認するた
め。

平和関連イベントの参加者数 人 ↑
イベント参加者により、啓発活
動の実績・効果を確認するた
め。

2-10

まちづくりの目標
分野

政策分野

1-2
幼児教
育・保育

質の高い幼児教育・保育の推
進により、幼児期の子どもの
健やかな育成を目指します。

１．幼児教育・保育施策の
推進
２．安全・安心な保育環境
の確保

１．スポーツ・文化活動の
推進
２．図書館機能の充実

2．みんなが互
いを認め支え合
い、笑顔と元気
があふれるまち

１．人権課題の解決
２．平和意識の醸成
３．男女共同参画社会の推
進

１．介護保険制度の適正な
運営
２．地域包括ケアシステム
の強化
３．認知症施策の推進
４．介護予防の推進
５．高齢者の生きがいづく
り支援

高齢者一人ひとりが、自らの
意思に基づき、住み慣れた地
域で元気に暮らすことができ
るまちを目指します。

高齢者福
祉

2-6

１．障がい児者福祉サービ
スの充実
２．障がい児者の社会参加
の推進
３．障がい児福祉の充実

１．地域医療環境の充実
２．健康づくりの推進
３．保健事業の充実
４．感染症対策の充実

2-8
健康・医

療

１．安全・安心の子育て環
境づくり
２．困難を抱える子どもや
家庭に対する支援体制の充
実
３．安定的な放課後児童会
の運営

進捗確認指標

１．「確かな学び」が実感
できる教育の推進
２．豊かな人間性と夢を育
む教育の推進
３．地域とともにある学校
づくりの推進

１．学校施設の整備
２．安全・安心な教育環境
の充実
３．通学路の安全対策の推
進

１．地域のつながりづくり
２．地域福祉の担い手づく
り
３．自分らしい暮らしを支
える仕組みづくり
４．生活困窮者への支援の
充実

人 権 ・ 多
文化共生

誰もが人権を尊重し、お互い
の個性や多様性を認め合い、
安心して暮らせるまちを目指
します。

2-9 生涯学習

誰もがスポーツ・文化活動や
読書などの生涯学習に親し
み、心も体も健康で充実した
暮らしを送ることができるま
ちを目指します。

誰もが健やかな毎日を送り、
安心して医療を受けることが
できるまちを目指します。

2-7
障 が い 福
祉

障がいの有無にかかわらず、
地域社会の一員として尊重さ
れ、安心して自立した暮らし
を送ることができるまちを目
指します。

1．みんなで子
どもを育み、子
どもがのびのび
と学ぶまち

1-3

2-5

学校教育

すべての子どもたちが、確か
な学力、豊かな人間性、健
康・体力をバランスよく身に
つけることができるよう、と
もに学びともに育つ視点に
立った教育・指導の充実を目
指します。

1-4 教育環境

児童・生徒が、将来に希望を
抱き、健全な学校生活が送れ
るよう、教育環境の充実を目
指します。

子育て1-1

地域のつながりや支えあいの
中で安心して子育てできる環
境を整え、保護者も子も心身
ともに健やかに育ち過ごせる
まちを目指します。

誰もが住み慣れた地域で、自
分らしく安心して過ごせるよ
う、地域全体で関わりあっ
て、互いに認め支え合う地域
共生社会の実現を目指しま
す。

地域福祉



進捗確認指標一覧 ［資料３］

目標 施策 項目 単位 方向性 理由
まちづくりの目標

分野
政策分野 進捗確認指標

「地域社会でお互いの個性や多
様性を認め合っている」と思う
市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

防災訓練の参加者数（市又は地
域が主催する訓練）

人 ↑
市民の防災知識・技術や、自
助・互助・共助の意識の状況に
ついて確認するため

上水道基幹管路耐震化率 ％ ↑
災害に強いまちづくりの進捗と
して、水道基幹管路の耐震化状
況を確認するため

「地域において防災・減災の取
組みが進んでいる」と思う市民
の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

総出火件数 件 ↓
火災予防に係る総合的な施策の
結果、火事が少なくなったこと
を確認するため

救命講習等の参加者数 人 ↑
市民の救命技術の習得状況を確
認するため

「火災や自然災害に対し、自身
や家族の備えが出来ている」と
思う市民の割合

％ ↑

火災や自然災害に対し、自身や
家族の備えが出来ている市民の
割合を確認するため（市民ｱﾝｹｰ
ﾄ）

刑法犯認知件数 件 ↓
防犯に係る総合的な施策の結
果、犯罪が起こりにくい地域と
なったことを確認するため

交通事故発生件数 件 ↓
交通安全に係る総合的な施策の
結果、事故が少なくなったこと
を確認するため

「地域の治安が良く、安心して
暮らしている」と思う市民の割
合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

自治会加入率 ％ →
地域活動の基盤である自治会の
加入状況を確認するため

市民活動ネットワーク「わいわ
いネット」の登録団体数

件 ↑
市民活動団体の活動・連携状況
を確認するため

「コミュニティ活動や市民活動
に参加・協力したことがある」
と思う市民の割合

％ ↑

コミュニティ・市民活動に参
加・協力したことがある市民の
割合を確認するため（市民ｱﾝｹｰ
ﾄ）

地区計画届出件数 件 ↑
地区計画内での行為数により、
地区計画に沿ったまちづくりの
状況を確認するため

住宅取得支援事業補助件数 件 ↑
補助制度を活用した移住・定住
の状況を確認するため

「まちづくりにより、地域の活
力や賑わいが創出されている」
と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

市内の事業所数 件 ↑
地域経済の担い手である市内の
事業所数（全産業）を確認する
ため

経営相談事業相談件数 件 ↑
地域の経済活動に係る相談支援
の状況を確認するため

「市内事業者の経済活動が活性
化している」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

年間観光客数 人 ↑ 交流人口の現状を確認するため

市公式ＳＮＳのフォロワー数 人 ↑
プッシュ型による情報発信対象
者の状況を確認するため

「まちの魅力や価値を他の誰か
に伝えることができる」と思う
市民の割合

％ ↑
まちの魅力を他の誰かに伝える
ことができる市民の割合を確認
するため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

認定農業者数 人 ↑
前向きに農業経営に取り組む認
定農業者数（国及び府）の状況
を確認するため

学校給食における地場産野菜等
の割合

％ ↑
地場産農作物の活用状況を確認
するため

「地元の農産物に愛着がある」
と思う市民の割合

％ ↑

農業振興の成果のひとつとし
て、市民の地元農産物に対する
愛着について確認するため（市
民ｱﾝｹｰﾄ）

要舗装補修延長距離 ｍ ↑
舗装劣化の著しい路線の補修対
応状況を確認するため

「安全で快適な道路環境が整っ
ている」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

「公共交通で快適に移動できて
いる」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

市民一人当たりの公園面積 ㎡ ↑
市民一人当たりの公園面積を確
認するため。

防 災 ・ 減
災

災害による市民の生命や財産
への被害が最小限となる、防
災・減災のまちづくりを目指
します。

3-13
暮 ら し の
安 全 ・ 安
心

犯罪や交通事故がなく、困っ
たときに気軽に相談できる場
所がある、安全・安心で住み
よいまちを目指します。

2-10

4-18

１．観光振興による地域活
性化
２．地域の魅力発信

4．みんながつ
どい交流し、活
力が生まれるま

ち

１．安全で快適な公園・緑
地の整備

市民の憩いや交流・活動の場
として、安全で快適な公園・
緑地が整ったまちを目指しま
す。

公園・緑
地

4-20

3-12
消防・救

急

あらゆる災害に迅速かつ的確
に対応できる消防力と救急・
救助体制により、暮らしの安
全・安心が確保されたまちを
目指します。

１．防犯対策の推進
２．交通安全の推進
３．暮らしの相談体制の充
実

2．みんなが互
いを認め支え合
い、笑顔と元気
があふれるまち

１．人権課題の解決
２．平和意識の醸成
３．男女共同参画社会の推
進

3．みんなが助
け合い、安心し
て住み続けられ
るまち

3-11
１．防災・減災対策の充実
２．災害に強いまちづくり

１．秩序ある市街地と良好
な都市環境の形成・充実
２．住宅環境の充実

本市の良好な住環境を継承し
つつ、まちの活力を創出する
都市環境を形成し、誰もが住
み続けたくなるまちを目指し
ます。

4-15
都市環
境・住環

境

人 権 ・ 多
文化共生

誰もが人権を尊重し、お互い
の個性や多様性を認め合い、
安心して暮らせるまちを目指
します。

3-14
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ・
市民活動

市民と行政との協働により、
地域社会の活性化を目指しま
す。

１．地域社会の活性化
２．市民活動の推進

１．消防体制の充実強化
２．火災予防の推進
３．応援・受援体制の強化

１．道路整備の充実
２．公共交通の維持・継続

１．地域内の経済活動の促
進
２．就労支援の充実

地域産業に関わる多様な担い
手が力を合わせ、地域経済の
活性化を目指します。

産業振
興・労働

4-16

4-17
観光・魅
力発信

地域資源を活かした魅力の創
出・発信により、市民や市外
の人々がまちへの愛着を深
め、交流やにぎわいが創出さ
れるまちを目指します。

4-19
道 路 ・ 公
共交通

安全で快適な道路環境と利便
性の高い交通環境が整った、
住み良いまちを目指します。

都市農業
営農継続への支援と農業振興
により、持続可能な農空間の
形成を目指します。

１．農地の保全・活用と農
業振興



進捗確認指標一覧 ［資料３］

目標 施策 項目 単位 方向性 理由
まちづくりの目標

分野
政策分野 進捗確認指標

公園・緑・花ボランティアグ
ループ数

件 ↑
市民参加による緑のまちづくり
の状況を確認するため

「安全で快適な公園・緑地が
整っている」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

上水道料金回収率（供給単価／
給水原価）

％ ↑
水道事業経営の収益性を確認す
るため

下水道施設点検調査延長距離 km ↑
老朽化した下水道管渠の点検調
査状況を確認するため（調査後
必要に応じて工事を実施）

「安全でおいしい水が利用でき
ている」と思う市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

温室効果ガスの総排出量 t-CO2 ↓
市域における温室効果ガス排出
量（CO2換算）を確認するため

市民１人当たりのごみの排出量 kg ↓
市民のごみの排出量を確認する
ため

「脱炭素に向けたライフスタイ
ルに取り組んでいる」と思う市
民の割合

％ ↑
脱炭素に向けたライフスタイル
に取り組んでいる市民の割合を
確認するため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

大気汚染に係る環境基準の維持
達成（二酸化窒素・浮遊粒子状
物質）

― →

自然・生活環境の状況を確認す
るため（市役所別館における二
酸化窒素・浮遊粒子状物質の状
況）

水質の環境基準の維持達成（Ｂ
ＯＤ）

― →
自然・生活環境の状況を確認す
るため（天の川におけるＢＯＤ
の状況）

「衛生面から良好な生活環境が
保たれている」と思う市民の割
合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

歴史民俗資料展示室の来場者数 人 ↑
市民の歴史文化に対する理解・
関心を確認するため

市民文化財講座の来場者数 人 ↑
市民の歴史文化に対する理解・
関心を確認するため

「まちの歴史や文化に関心を
持っている」と思う市民の割合

％ ↑
まちの歴史文化に関心を持って
いる市民の割合を確認するため
（市民ｱﾝｹｰﾄ）

財政健全化判断比率（実質赤字
比率）

― →
財政健全化判断の指標として、
普通会計の赤字比率を確認する
ため（黒字の継続を図る）

20ヵ年改修等計画に基づく設
計・工事の進捗率

％ ↑
公共施設の老朽化対策が計画的
に進んでいるか確認するため

「効率的な行政運営が行われて
いる」と感じる市民の割合

％ ↑
目標に対する市民意識を確認す
るため（市民ｱﾝｹｰﾄ）

経営方針

１．自然・生活環境の保全

5．みんなで自
然や文化を慈し
み、次世代に引
き継いでいくま

ち

5-24
歴史・文
化財

「交野の歴史文化」の魅力を
市民と共有するとともに、文
化財の保存と活用により、次
世代へ継承していくまちを目
指します。

１．交野の歴史文化の保
存・活用

4．みんながつ
どい交流し、活
力が生まれるま

ち

１．ゼロカーボンシティの
推進
２．循環型社会の構築

市民・事業者・行政それぞれ
が一体となって脱炭素型ライ
フスタイルへの転換を進め、
環境負荷が低く持続可能な形
で資源が循環する、環境にや
さしいまちを目指します。

脱炭素・
循環型社
会

5-22

１．安全で快適な公園・緑
地の整備

市民の憩いや交流・活動の場
として、安全で快適な公園・
緑地が整ったまちを目指しま
す。

公園・緑
地

4-20

効率的・効果的
な行政運営

複雑多様化する地域課題や市
民ニーズに柔軟に対応してい
くため、協働によるまちづく
りを進めるとともに、市役所
が持つ資源を最適かつ効果的
に活用した行政運営を目指し
ます。

１．行政資源の最適な活用
２．協働によるまちづくり
３．ＤＸの推進

5-23
自 然 共
生・
生活環境

気候変動や人口減少などの社
会の変化が進む中において
も、緑に恵まれた自然が維持
され、衛生的で快適な生活環
境が保たれたまちを目指しま
す。

１．安全で安定した上水道
事業の推進
２．安全で安定した下水道
事業の推進
３．安定的なし尿処理体制

4-21
上水道・
下水道

安全でおいしい水の供給と適
切な汚水処理により、健康的
で衛生的な暮らしができるま
ちを目指します。


